Hyper-V を採用する 10 の理由

Hyper-V™ を使用したサーバーの仮想化に移行する 10 の理由
Hyper-V™ は、次世代 64 ビット仮想化テクノロジで、物理および仮想コンポーネントにおいてアジリティ (敏捷性) と統合された管理を実現します。Hyper-V を使用すると、コストの削減、ハードウェアの使用率の改善、ネットワークおよびビジネス インフラストラクチャの最適化、サーバーの可用性の向上が可能です。
Microsoft® Windows Server® 2008 Hyper-V に移行する理由は豊富にありますが、上位 10 の理由は以下のとおりです。
1. 統合によるインフラストラクチャ コストの削減
複数のワークロードを 1 つのハードウェア プラットフォームに統合することにより、物理サーバーの拡散を減らし、より少ないハードウェアでビジネスをサポートします。これにより、機器のコスト、サーバーと空調のための消費電力、および物理スペースの要件を減らすことができます。さらに、仮想化の柔軟なライセンス ポリシーにより、組織のニーズに応じた統合ソリューションを展開できます。Hyper-V を使用したサーバーの統合により、これらのサーバーで、VLAN、ネットワーク アドレス変換 (NAT)、およびネットワーク アクセス保護 (検疫) を含む堅牢なネットワーク機能を使用できるようになります。
2. 過酷なワークロードの仮想化
Hyper-V は 64 ビット ゲスト オペレーティング システムをサポートし、同じ環境で 32 ビットと 64 ビットのワークロードを統合する柔軟性を提供します。組織は、インフラストラクチャ ワークロードを最も信頼性の高い構成で実行するために、Server Core上にこれらのワークロードを仮想化することができます。さらに、新しい I/O アーキテクチャと共に最大で 4 つの仮想プロセッサおよび仮想マシンごとに最大 64 GB の RAMサポートによりスケーラビリティと効率性を最適化できます。詳細なリソースの制御と共に、複数の共有プロセッサを仮想マシンごとに割り当てる機能があるため、最も要求が厳しく、リソースを消費するサーバー アプリケーションでも仮想化できます。
3. 高可用性のための仮想化
Windows Server 2008 Enterprise および Datacenter のエディションで提供されるクラスタリング機能を使用して、Hyper-V は、可用性の高い仮想マシンをサポートします。フェールオーバークラスタリングとネットワークの負荷分散機能は、計画停止および計画外停止における可用性を高め、ビジネスの連続性を向上させます。最小限のコンポーネントで構成される Server Core のインストールにより、修正プログラムの適用や再起動の必要を減らし、またメモリ リソースの消費を減らすことで、その分のメモリを仮想マシンで利用することができるようになります。
4. マイクロカーネル化されたハイパーバイザを使用したセキュリティと信頼性の向上
Hyper-V のマイクロカーネル化されたハイパーバイザ アーキテクチャは、攻撃対象領域を最小にし、セキュリティを強化することを目的に設計されています。また Hyper-V を Server Core ロールとして使用することで、さらなる攻撃対象の削減とセキュリティの強化が実現します。ハイパーバイザには、デバイス ドライバまたはサードパーティのコードは含まれず、特にモノリシック ハイパーバイザに基づく仮想プラットフォームと比較した場合に、仮想マシンを実行するのにより安定した軽量でセキュリティ保護された基盤を促進します。Hyper-V は、Active Directory® の統合による強力なロールベースのセキュリティを提供し、仮想マシンのセキュリティを向上させる "execute disable bit" (NX ビット) などの、ハードウェアレベルのセキュリティ機能を仮想マシンで使用できるようにします。
5. ライブ バックアップを使用した重要なデータの保護
Hyper-V 仮想マシンのスナップショット機能は、データ、構成、および実行中のプロセスなどの実行中の仮想マシンの状態をすばやくキャプチャし、仮想マシンの以前の状態を簡単に復元可能にします。これは、複雑なまたはリスクの高い構成の変更を展開する際、問題が起こった場合に、単純にロールバックすることができるため非常に便利です。Hyper-V では、Windows Server 2008 のボリューム シャドウ コピー サービスを使用して、迅速で信頼性の高い障害回復を可能にし、自然災害またはハードウェア障害の後でも、中断を最小限に抑えます。
6. 迅速な移行によるダウンタイムの最小化
Hyper-V を使用すると、ダウンタイムを最小限に抑えながら、1 つの物理ホスト システムから他の物理ホスト システムに実行中の仮想マシンを迅速に移行できます。Windows Server および System Center 管理ツールの使い慣れた高可用性機能を使用して、サービス レベル アグリーメントおよびレスポンスの品質を満たすことができます。
7. 仮想マシン管理の委任
仮想マシンの詳細な管理アクセスの許可および Hyper-V の強力なロールベースのセキュリティにより、特定の仮想マシンの管理を顧客または指定されたサポート スタッフに委任できます。たとえば、リモートの仮想マシンの管理をローカルのスタッフ メンバに指定して、セキュリティのリスクなしに日常のタスクを実行させることによって管理オーバーヘッドを減らすことができます。承認マネージャ (AzMan) は、IT 管理者が Hyper-V を実行しているサーバーの展開を制御し、仮想マシン グループの管理を委任することを可能にします。
8. 管理の統合によるサポート時間の短縮
Hyper-V を使用すると、お使いの仮想環境に個別に管理インフラストラクチャを作成する必要はありません。Hyper-V は、マイクロソフトの管理ツール、System Center Virtual Machine Manager (SCVMM)、および System Center Operations Manager (SCOM) との統合、およびサードパーティ管理ツールとの統合を最適化するように設計されています。これにより、1 つのコンソールから物理および仮想リソースをすべて管理できます。
9. より柔軟なテスト環境による時間とコストの削減
Hyper-V は、実際の物理サーバーおよびクライアントの操作を正確に見積もる、効率的で自己完結型のテスト環境を提供します。スケーラブルで幅広いゲスト オペレーティング システムのサポートにより、Hyper-V を使うことで、ハードウェアおよび物理リソースを大幅に拡張しなくても、さまざまな環境を迅速にモデル化し、シナリオに従ってテストすることができます。さらに、仮想マシンのスナップショットにより、テストおよび開発段階におけるプログラムおよびオペレーティング システムのアンインストールと再インストールの必要を最小限に抑えることでよりテストに必要となる時間を節約できます。
10. 広範な互換性によるメリット
Hyper-V では、利用可能な一般的なハードウェアを使って、これまでにない機能を仮想マシンに提供します。WHQL 認定済みのドライバを親パーティションで実行できるため、Hyper-V は、ドライバおよびデバイスの広範な互換性とサポートを提供します。広範なゲスト オペレーティング システムをサポートすることにより、Hyper-V では、ビジネスでワークロードをより効率的に処理し、同一の業界標準のツールを使用して仮想および物理リソースの両方を管理できるようにします。[image: image1.png]
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